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２㹃２㸶 

ᑂ査ᢏ⾡の向上による࢓ࣇイࢼンス࡬の㈉献に関する一考察 

 
 （ட㇂⚈἞㸦日本大学ࠐ

 

㸦ᴫ要）࢓ࣇイࢼンスのᡂྰは、ᑂ査ᢏ⾡によるといっても過ゝではない。そこで、本✏においては、

➹者のᑂ査⤒験を࣋ースにࣅジネススクールでのノウࣁウを⧊り㎸ࢇでᑂ査ᢏ⾡の向上を考察する。

㸦研究⫼景、研究目的、研究方法）。ලయ的な研究ᡂ果としては、ᚑ来のᑂ査ᢏ⾡を㋃まえて、㸳つの

➇த要因(Five Forces)、SWOT、キャッࣇࣗࢩロー࣐ネジ࣓ント、ᅛ定㛗ᮇ㐺合⋡、ROA,ROE などを

ᑟධし、ຍえて、これらを、ᆅ域㛤発、㒔ᕷ㛤発、リࢰート㛤発などといったプロジ࢙クト別に、ලయ

的に、展㛤することにより、ᑂ査ᢏ⾡の現ᐇጇᙜ性を向上させ、結論として、これらにより、࢓ࣇイࢼ

ンスの᭷ຠ性を高めることができると考える。 
 

Ϩ。研究⫼景、研究目的およࡧ研究手法 
ンスのᡂྰは、ᑂ査ᢏ⾡によるといっても過ゝではない。本✏においては、➹者のᑂ査⤒験ࢼイ࢓ࣇ

を࣋ースにࣅジネススクールでのノウࣁウを⧊り㎸ࢇでᑂ査ᢏ⾡の向上を考察する。  
 

ϩ。研究結果㸦㸯） 
௨ୗ、ᑂ査手法に関して、最ึに、ᚑ来のᑂ査分析手法を᳨ウし、ḟいで、ࣅジネススクールにおい

てのノウࣁウを⧊り㎸ࡳ、ᑂ査手法のᨵၿ、向上を考察する。 
㸯㸬沿㠉、⤒Ⴀ者、株ᘧ 

ᑂ査調書は、沿㠉、⤒Ⴀ者、株ᘧを論ずるところから始まる。 
そのうࡕ、沿㠉は、最ึに論じられるが、定性的とはいえ、結論を論ずる場ᡤで、論ずる㡰␒は最

ᚋである。ࡕなࡳに、定㔞的結論は、ᚋ㏙するが、཰ᨭண᝿である。沿㠉はす࡭てのᑂ査項目にᏑᅾ

しうるので、➹者はこれを沿㠉࣐トリックスと⾲現している。タ❧時の事情、動機は特に重要な項目

で、さらに、〇ရや、工場などの事業యไのኚ㑄に関して分析、評価し、最ᚋに、௒ḟ対象の⏦㎸ࡳ

工事についての఩⨨づけを明確にする。 
⤒Ⴀ者は、⤒Ⴀ能ຊ、ᙜヱ௻業の᭷Ⅽ㌿ኚに対してどのように対ฎしてきたか評価する。⤒Ⴀ意ᛮ

Ỵ定についての仕⤌ࡳ、⤒Ⴀ者の資㉁・能ຊなどを分析し、定性的な評価になりがࡕであるが、ࣔー

ド指定などにより、可能な㝈り、定㔞化する。ࡕなࡳに、ᚋ⥅者がきࢇࡕと⫱ᡂされているかどうか

の᳨ドも௻業Ꮡ続を๓ᥦに重要である。 
株ᘧの分析では、ᐇ㉁➹㢌株主、株ᘧの安定性、増資負担能ຊなどが重要である。 
これらにおいては、ࣅジネススクールにおけるノウࣁウによるᨵၿは特にはない。 

㸰㸬事業ᴫ観 
ここでは、➨㸯に、主要〇ရの኎上高࢙ࢩア、ᙉࡳ、〇ရᕪ別化、௒ᚋのᡓ␎ၟရに関して分析する。

➨㸰に、業⏺事情に関して、業⏺動向、ᙜ社の఩⨨づけ、࢙ࢩア、ไᗘ的な保ㆤ策などを分析する。➨

㸱に、事業つᶍに関して、能ຊバランス、✌働⋡など分析する。➨㸲に、生⏘・㈍኎᪋タやᚑ業ဨに関
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して分析する。 
ジネススクールの⤒験により、業⏺事情に関しては、௻業の཰┈性に↔Ⅼをᙜてた࣐イケル࣏ータࣅ

ーのコンセプトをᑟධすることがᑂ査手法のᨵၿ向上に㈉献する。࣏ーターの㸳つの➇த要因(Five 
Forces)である。これらの➇த要因が、情報の㠀対⛠性軽減をᅗると考える。 

同様に、事業つᶍに関しても、SWOT 分析をᑟධすることが᭷ຠで、情報の㠀対⛠性軽減をᅗること

ができると考える。 
㸱㸬生⏘㈍኎状ἣ 
ここでは、➨㸯に、生⏘状ἣを分析する。ᩘ 㔞�༢価のኚ動に関して、構造的か一時的かを見ᴟめる。

原ᮦ料仕ධれに関して、安定的か、᭷฼かを᳨ウする。➨㸰に、㈍኎状ἣを分析する。ᩘ㔞�༢価のኚ

動に関して、構造的か一時的かを見ᴟめることが重要である。➨㸱に、㈍኎ルート、ᅾᗜỈ‽、㈍኎⤒

費に関しても分析することが⫢要である。 
これらに対して、生⏘状ἣに関しては、PPM(Product Portfolio Management)をᑟධする。と同時に、

情報の㠀対⛠性軽減をᅗる。㈍኎状ἣに関しては、Marketing の 4P(Product, Price, Place、およࡧ、

Promotion)をᑟධすると同時に、情報の㠀対⛠性軽減をᅗる。 
㸲㸬ᦆ┈、㈈ᨻ状態 

ここでは、➨㸯に、ᦆ┈状ἣに関しては、཰┈ຊ、฼┈ฎ分、⣡⛯状ἣの分析が重要である。➨㸰に、

㈈ᨻ状態においては、 ㈈務యຊ、ྛ຺定科目の特グ事項の分析評価が⫢要である。 
これらにおいては、ࣅジネススクールにおけるノウࣁウによるᨵၿは特にはない。 

㸳㸬工事計画㸦タഛᢞ資）᳨ウ 
ここでは、➨㸯に、タഛᢞ資の㐺᱁性に関して、公ඹ性があるかどうかがၥࢃれる。➨㸰に、タഛᢞ

資のጇᙜ性が᳨ウされࡤࡡならない。そのつᶍ、能ຊ、❧ᆅ᮲件、᏶ᡂᚋの生⏘・㈍኎計画とのᩧ合性

が分析される。➨㸱に、工事ຠ果が㆟論される。 ⚾的⤒῭ຠ果、公的⤒῭ຠ果の୧㠃が対象になる。

➨㸲に、建築事務ᡤも、᪋工業者評価、 ≀理的工事㐙行能ຊの観Ⅼが㆟論される。➨㸳に、土ᆅྲྀ得

に関しては、土ᆅ༢価と㊰⥺価とのẚ㍑により、⤒῭的な㉎ධかどうかがၥࢃれる。 
これらにおいては、ࣅジネススクールにおけるノウࣁウによるᨵၿは特にはない。 

㸴㸬資金計画 
ここでは、➨㸯に、策定目的は、資金㠃からࡳた工事㐙行能ຊの分析であり、೉ධ方㔪等資金㠃か

らࡳた⤒Ⴀ方㔪をᢕᥱし、㈈務య㉁࡬の影響は.ண᝿ B㸭S 策定により考察できる。➨㸰に、策定方法

は、資金調㐩・㐠用⾲ᙧᘧで、 ཰ᨭண᝿との関連性、ᩧ合性が重要である。➨㸱に、᳨ウ事項とし

ては、タഛᢞ資ཬࡧᢞ⼥資、㛗೉㏉῭で資金㐠用を、内部␃保、増資、㛗೉で資金調㐩ຊを分析する。 
資金計画分析手法の向上策としては、௨上のᚑ来の手法に対して、キャッࣇࣗࢩロー࣐ネジ࣓ント

をᑟධし、Ⴀ業キャッࣇࣗࢩロー、ᢞ資キャッࣇࣗࢩロー、およࡧ㈈務キャッࣇࣗࢩローを計⟬し情

報の㠀対⛠性を軽減する。 
㸵㸬཰ᨭண᝿ 

ここでは、➨㸯に、目的は結論の定㔞化である。この㝿、ᐇ⦼分析の᳨ドが要ồされ、཰┈構造の

明確なᢕᥱ、๓ᥦ᮲件の㐺正さ、ᐇ⦼とのᩧ合性がၥࢃれる。➨㸰に、手法としては、ண᝿ P㸭L の

ྛẁ㝵毎のᢕᥱが重要である。ලయ的には、኎上高、኎上原価、㈍・⟶費、ᨭᡶ฼ᜥ、DEP、཰┈関

ಀ⛯などである。➨㸱に、ൾ㑏能ຊ㸦PAYBACK 方ᘧ）のᢕᥱのため、ൾ㑏資源、⥔持㉳業費㸦DEP
�30㸣）㸻⤒ᖖ的෌ᢞ資、要㏉῭മ務、ൾ㑏年ᩘといった計⟬プロセスがᚲ要である。 
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ここでは、➨㸯に、目的は結論の定㔞化である。この㝿、ᐇ⦼分析の᳨ドが要ồされ、཰┈構造の

明確なᢕᥱ、๓ᥦ᮲件の㐺正さ、ᐇ⦼とのᩧ合性がၥࢃれる。➨㸰に、手法としては、ண᝿ P㸭L の

ྛẁ㝵毎のᢕᥱが重要である。ලయ的には、኎上高、኎上原価、㈍・⟶費、ᨭᡶ฼ᜥ、DEP、཰┈関

ಀ⛯などである。➨㸱に、ൾ㑏能ຊ㸦PAYBACK 方ᘧ）のᢕᥱのため、ൾ㑏資源、⥔持㉳業費㸦DEP
�30㸣）㸻⤒ᖖ的෌ᢞ資、要㏉῭മ務、ൾ㑏年ᩘといった計⟬プロセスがᚲ要である。 

௨上のᚑ来の཰ᨭண᝿にຍえて、ARR、PAYBACK、IRR およࡧ NPV といったᢞ資評価の手法を

ᑟධして、情報の㠀対⛠性軽減をᅗることがᨵၿにつながる。 
 
Ϫ。研究結果㸦㸰） 
ຍえて、ᆅ域㛤発、㒔ᕷ㛤発、リࢰート㛤発などといったプロジ࢙クト別に、ලయ的に、展㛤するこ

とにより、ᑂ査ᢏ⾡の現ᐇጇᙜ性を向上させる。 
ここでは、཰ᨭண᝿に↔Ⅼを⤠り、まず、ᚑ来の手法を᳨ウする。཰ᨭண᝿は࣑ࣗࢩレーࣙࢩンࣔデ

ルを౑用する。インプットデータに関しては、௨ୗのように考える。 
ᐇ⦼がある場合にはᑂ査分析により、インプットデータを⋓得し、ᐇ⦼がない、新つ分㔝である場

合には、業⏺ᅋయ࡬のࣄアリングなどにより、インプットデータを⋓得して཰ᨭண᝿をする。ᚑ来は、

ンࣔデルにより、௨ୗのように、計⟬結果をᥦ♧して。タഛᢞ資意ᛮỴ定のุ᩿をすࣙࢩレー࣑ࣗࢩ

る。 
 ン計⟬結果ࣙࢩレー࣑ࣗࢩ。⾲

㸦出඾）ᣋㅮ⩏㸦࢓ࣇイࢼンスᛂ用、㈈務ᡓ␎）レジ࣓ࣗ 

  

1 年目 2 年目 3 年目 4 年目 5 年目 

㊴㏉

๓ 

㊴㏉

ᚋ 

㊴㏉

๓ 

㊴㏉

ᚋ 

㊴㏉

๓ 

㊴㏉

ᚋ 

㊴㏉

๓ 

㊴㏉

ᚋ 

㊴㏉

๓ 

㊴㏉

ᚋ 

<<ᦆ┈ண᝿>> ༢఩㸸୓

෇ 
                    

཰ධ 計 0 0 1,850 1,850 1,850 1,850 1,850 1,850 2,035 2,035 

Ⴀ業཰ධ 0 0 1,850 1,850 1,850 1,850 1,850 1,850 2,035 2,035 

వ⿱金㐠用┈                     

                      

ᨭ出 計 133 142 1,932 1,946 1,984 1,991 2,016 2,022 2,087 2,092 

ே件費 0 0 567 567 595 595 625 625 656 656 

⟶理費 0 0 408 408 408 408 408 408 420 420 

㈤೉料 0 0 312 312 312 312 312 312 343 343 

保㝤料 0 0 19 19 38 38 38 38 38 38 

公⛒公課 0 0 40 40 40 40 40 40 40 40 

その他費用 0 0 158 158 163 163 168 168 173 173 

ᨭᡶい฼ᜥ 133 133 198 198 198 198 195 195 187 187 

減価ൾ༷費 0 0 230 230 230 230 230 230 230 230 

㊴㏉金฼㸦㐠㌿資金）   9   14   7   6   5 

                      

⛯ᘬき๓ᦆ┈ -133 -142 -82 -96 -134 -141 -166 -172 -52 -57 

法ே⛯㸦50㸣） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

⛯ᘬきᚋᦆ┈ -133 -142 -82 -96 -134 -141 -166 -172 -52 -57 

⣼✚ᦆ┈ -133 -142 -215 -237 -349 -379 -515 -551 -567 -608 
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<<資金計画>>                     

資金㟂要 計 4,510 4,510 0 0 0 0 106 106 106 106 

タഛᢞ資 4,510 4,510                 

タഛ資金೉ධ㏉῭             106 106 106 106 

༠ຊ金㏉῭                     

配ᙜ金                     

その他                     

                      

資金調㐩 計  4,217 4,208 148 134 96 89 64 58 178 173 

内部␃保 -133 -142 148 134 96 89 64 58 178 173 

資本金・増資 750 750                 

タഛ資金೉ධ 2,600 2,600                 

༠ຊ金 1,000 1,000                 

㐠㌿資金೉ධ                     

その他                     

                      

資金過୙足 -293 -302 148 134 96 89 -42 -48 72 67 

資金過୙足⣼計 -293 -302 -154 -167 -71 -79 -121 -127 -55 -60 

                      

<<ṧ高>>                     

タഛ資金೉ධ 2,600 2,600 2,600 2,600 2,600 2,600 2,494 2,494 2,388 2,388 

㐠㌿೉ධ金 293 302 154 167 71 79 121 127 55 60 

༠ຊ金 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 

వ⿱金                     

これに対し、ࣅジネススクールの手法をᛂ用すると、毎年、ᅛ定㛗ᮇ㐺合⋡を計⟬して、ᅛ定性資金

の安定性を確認するようにᨵၿをᅗっており、かつ㹐㹍㸿㸪㹐㹍㹃の計⟬結果も確認して、௻業として、

ᙜプロジ࢙クトに対しての཰┈性をᢕᥱしながら、᝿定外であれࡤ、཰┈ᨵၿດめることになる。さら

に、」ᩘケースを計⟬すると、ᢞ資㑅ᢥということになり、その場合、వ⿱金ṧ高の大きいケースにඃ

ඛ㡰఩を与える。 
ϫ㸬結論 
௨上考察してきたように、ᚑ来のᑂ査ᢏ⾡を㋃まえて、㸳つの➇த要因(Five Forces)、SWOT、PPM、

Marketing の 4P、キャッࣇࣗࢩロー࣐ネジ࣓ント、ᢞ資評価の手法などをᑟධし、ຍえて、これらを、

ᆅ域㛤発、㒔ᕷ㛤発、リࢰート㛤発などといったプロジ࢙クト別に、ලయ的に、展㛤することにより、

ᅛ定㛗ᮇ㐺合⋡、ROA,ROE、వ⿱金ṧ高࣋ースのᢞ資㑅ᢥඃඛ㡰఩などをᑟධし、ᑂ査ᢏ⾡の現ᐇጇ

ᙜ性を向上させ、結論として、これらにより、情報の㠀対⛠性を軽減し、࢓ࣇイࢼンスの㐺᱁性、᭷ຠ

性を高めることができると考える。 
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<<資金計画>>                     

資金㟂要 計 4,510  4,510  0  0  0  0  106  106  106  106  

タഛᢞ資 4,510  4,510                  

タഛ資金೉ධ㏉῭             106  106  106  106  

༠ຊ金㏉῭                     

配ᙜ金                     

その他                     

                      

資金調㐩 計  4,217  4,208  148  134  96  89  64  58  178  173  

内部␃保 -133  -142  148  134  96  89  64  58  178  173  

資本金・増資 750  750                  

タഛ資金೉ධ 2,600  2,600                  

༠ຊ金 1,000  1,000                  

㐠㌿資金೉ධ                     

その他                     

                      

資金過୙足 -293  -302  148  134  96  89  -42  -48  72  67  

資金過୙足⣼計 -293  -302  -154  -167  -71  -79  -121  -127  -55  -60  

                      

<<ṧ高>>                     

タഛ資金೉ධ 2,600  2,600  2,600  2,600  2,600  2,600  2,494  2,494  2,388  2,388  

㐠㌿೉ධ金 293  302  154  167  71  79  121  127  55  60  

༠ຊ金 1,000  1,000  1,000  1,000  1,000  1,000  1,000  1,000  1,000  1,000  

వ⿱金                     

これに対し、ࣅジネススクールの手法をᛂ用すると、毎年、ᅛ定㛗ᮇ㐺合⋡を計⟬して、ᅛ定性資金

の安定性を確認するようにᨵၿをᅗっており、かつ㹐㹍㸿㸪㹐㹍㹃の計⟬結果も確認して、௻業として、

ᙜプロジ࢙クトに対しての཰┈性をᢕᥱしながら、᝿定外であれࡤ、཰┈ᨵၿດめることになる。さら

に、」ᩘケースを計⟬すると、ᢞ資㑅ᢥということになり、その場合、వ⿱金ṧ高の大きいケースにඃ

ඛ㡰఩を与える。 
ϫ㸬結論 
௨上考察してきたように、ᚑ来のᑂ査ᢏ⾡を㋃まえて、㸳つの➇த要因(Five Forces)、SWOT、PPM、

Marketing の 4P、キャッࣇࣗࢩロー࣐ネジ࣓ント、ᢞ資評価の手法などをᑟධし、ຍえて、これらを、

ᆅ域㛤発、㒔ᕷ㛤発、リࢰート㛤発などといったプロジ࢙クト別に、ලయ的に、展㛤することにより、

ᅛ定㛗ᮇ㐺合⋡、ROA,ROE、వ⿱金ṧ高࣋ースのᢞ資㑅ᢥඃඛ㡰఩などをᑟධし、ᑂ査ᢏ⾡の現ᐇጇ

ᙜ性を向上させ、結論として、これらにより、情報の㠀対⛠性を軽減し、࢓ࣇイࢼンスの㐺᱁性、᭷ຠ

性を高めることができると考える。 
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